
平
野
秀

口
と
相
馬
御
風
の
交
流

t.ot 
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待J

一
.
は
じ
め
に

平
野
秀
古
が
相
周
御
胤
に
宛
て
た

A
附
が
発
比
さ
れ
た
。
そ
の
河
川
酬
を
ポ
す
と

と
も
に
、
こ
の

Amか
ら
二
人
の
交
流
が
い

つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
は
じ
ま
っ
た
の

か
に
つ
い
て
与
察
す
る
。
さ
ら
に
、
相
渦
御
胤
と
籾
交
の
あ
る
木
村
秋
附
と

.v-w

禿
宵
の
交
流
に
つ
い
て
も
述
ぺ
る
。

ち
な
み
に
、
平
野
秀
占
は
川
治
六
年
(

d

八
じ
ニ
)

L

ハ
ハ
バ
.H
1、
州
川
御
風

は
明
治
l
uハ
年
(
一
八
八
一三)
七
ハ
ト

H
に
中
ま
れ
て
お
り
目
、

平
川
町
元
山
は
州

応
御
風
よ
り
卜
此
年
上
と
な
る
。

ニ
，
相
馬
御
風
宛
で

簡

の

発

見

平
成
二
卜
六
年
七
MU
.
十
五
日

(
令
)
に
糸
川
…川
脈
山
人
民
俗
資
料
的

(州
川
御

風
記
念
館
)
を
訪
問
し
た
。

H
的
は
、手
川
町
秀
じ
け
が
州
局
仰
胤
に
宛
て
た
円
筒

(的制

作

・
針
山
)
を
帥
必
す
る
た
め
で
あ
る
。
川
附
は
、
部
川

-
N
Aを
併
せ
て
A
t
・捕

で
h
一迎
。

ま
ず
は
、
民
代
けか
ら
.. 小
す
。
東
川
は
令
部
で

一
泊
。
明
附
を
仰
泌
す
る
と
、
附

小
山主ド

『巻
町州
品川
部
卜
じ
拠
平
川
町
秀
行日
』
巻
町
役
川崎
い
S
H
b
-
HP

雌
在
泊
h

大
「相
周
御
川
肌
附
町
付
T
J
」
、
相
川
御
胤
辿
川川県
刊
行
安

μ会
「「州
川
御
胤
辿

品
集
』
凶
脳
的
資
料
附
究
間
』
相
川
仰
胤
辿
川
噌
部
川
行
及
AU
会
h
O
HO-u
・5
0ω

和
六
年

.
川

.
H
、
附
利
じ
年

一
川

町
い刊
、

年
引
状
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
岬
制
は
次
の
と
お
り
。
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次
に
、

川
』
を
.. 小
す
。
N
H
H
は
令
部
で
一
.辿
。
削
印
を
怖
い
問
叫
す
る
と
、
附
利
:
一

年
八
日
-・
卜
川
、
附
利
し
年
七

H
卜
コ
.H
で
、
前
行
は
火
引
け
ん
仰
い
、
後
行
は
御

胤
亡
事
に
対
す
る
怖
や
み
状
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
抑
制
は
次
の
と

お
り
。

N
A
(附
利
:
.
年
八
川
二
十
日
消
印
)

(M
mぷ
)
糸
加
川
町

相

周

御

胤

椛

(封
筒
哀
)
刈
田
市
本
二
辻
町

千
川川
光
台

H
A
M)

今
腕
此
-川
大
火
御
知
焔
・4
山
御
気

之
が
と
山
け
し
ポ
り
候
刊
み
て
、
御
けん
抑
中
卜h
M
阪

八
月
十
九

U
出

平
野
先
山

相
馬
御
胤
械

(凶
4
)

文
封
代川

(昭
和
七
年
じ
円
卜
ぷ一
日
消
印
)

(別
問
去
)
糸
魚
川
町

相川町
川
御
風

(附
5
)

M
仰

bdv
川川

(封
筒
以
)
尚
川
市
阿
城
町
J
で

l
u

-a
dy-dh'・・1

叶

1
川
r
J
J
1
1

A
)
令
夫
人
峨
御
的
対
の
処

北端
石
か
ひ
な
く
御
逝
去
迎

は
さ
れ
候
由
御
必
似
の
御
恨

と
作
候
小
生
が
御
円
に
か
か
り
し
は

文

は
し
め
て
御
中
じ
を
御
訪
ね
中
上
げ
し

を
り
に
て
悦
問
後
・一
度
御
品
川

と
械
も
な
く
そ
の
ま
ま
に
う
ち
過
似

A
H

六
人
械
と
御
印
象
ハ

失
礼
な
か
ら
小
住
之
第
.. K
ニ

似
た
る
御
ぶ
な
り
と
wl
川

州
中
じ
し
て
の
ち
家
内
に
加
し

た
り
し
こ
と
こ
れ
あ
り
候
下
段
ハ

そ
の
の
ち
縁
あ
り
て
金
押
に
煉

さ
し
が
昨
点
・.
山
を
抱
い
て

夫
に
.
化
別
れ
似
に
A
f
此
一卜
が

・
-rと
比
ハニ
御
あ
ひ
な
さ
れ
似

御
4

小
学
人
併
な
ら
す
御
同
仙

-m
kけ
候
口
口
山
川
に
こ
れ
あ
る

例
と
は
う
け
た
ま
は
り
似
へ
と
も
刈

御
身
に
ハ

X
と
こ
れ
な
さ
し〈
引
に
似

御
以
仰
を
御
つ
く
し
ド
さ
れ
た
く

利
み
て
御
く
や
み
中
上
候

じ
円
十
二
.H
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ー一一
簡
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

A
mで
以
も
山

い
も
の
は
、

作
は
火
山
H
U抑
い

で
あ
る
。
こ
れ
は
、

』十
円
消
印
の
川
町
川
で、

内

相
川
御
胤
附
年
訓
に
あ
る

「
昭
和
J
A

J
I
H
H
ゴ
.ロ
ド
t
K
1l

H
忙
川
マ
京
T

-
A引
1

，J
F
B

，



年

二

九
二
八

)

八
H

灯
、
近
遁
の
出
火
で
知
畑
、
此
川

・
資
料
の
大
半
を
焼

失」
3

と

.
致
す
る
。
ま
た
、

M
H
H
m

で
品
も
新
し
い
も
の
は
、
附
利
卜
・
一年
.
月

一一
U
消
印
の
年
賀
状
で
あ
る
。
こ
の
と
と
か
ら
、

附
利
J
.
年
八
川
-

J

卜
円
か
ら
昭

和
卜
--年

一
月

一
H
ま
で
は
、
平
野
秀
占
と
相
周
御
胤
が
交
流
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
平
野
秀
古
の
人
と
な
り
を
ポ
し
た
川
鮪
咋
4

に、

制
川
川
御
風

と
の
関
係
を
-
ぶ
し
た
ぷ
械
が
な
い
の
で
、
本
州
が
そ
の
初
山
川
と
な
る
。

四
-
ニ
人
の
交
流
は
い
つ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
か

‘平
野
充
υ
口
と
川
町
御
風
の
交
流
は
い
つ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

は
じ
め
に
注

H
し
た
占
的
は
、

附
利
a

て
年
八
日
.
一卜

N
m印
の
川
H

バ
げ
で
あ
る
。

こ
れ
は
火
山げ
H
M
抑
い
で
あ
る
が
、
親
し
く
な
い
人
に
比
抑
い
状
は
送
ら
な
い
。
し

た
が

っ
て
、
こ
の
時
点
で
二
人
は
相
当
・
糾
し
い
仲
に
あ
っ
た
こ
と
が
般
旅
さ
れ
る
。

次
に
泊
目
し
た

3
聞
は
、
附
利
じ
年
七
日
l
ご

.H
消
印
の
対
H

切
で
あ
る
。
特
に
、

「は
し
め
て
御
や
じ
を
御
訪
ね
中
上
げ
し
を
り
に
て
似
附
後
一.
出
御
品
川
之
械
も
な

く
そ
の
ま
ま
に
う
ち
過
似
」

(文
内

5
か
ら
7
行
日
)
で
、
M
l
川町
秀
行
は
相
防
御

胤
の
自
主
を
訪
問
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
後
述
の
文
市
に
よ
れ
ば
、

そ
の
と
き
の
御
風
六
人
の
印
象
が
秀
行
の
-
-
女
と
た
い
へ
ん
よ
く
似
て
お
り
、
そ

の
こ
と
を
州
宅
後
、
長
に
話
し
た
と
あ
る
。

U
Aの
名
は
ド
肢
で、

「
し
ず
え
」

と
読
む
。
幸
運
に
も
下
岐
の
長
引
、
倣
也

(
て
つ
や
)
氏
は
ご
他
山
で
、
ぷ
し
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
:

こ

の
納
梨
、
次
の
六
点
に
集
約
さ
れ
る
。

(
一
)
結
附
し
た
詳
細
な

H
付
等
は
分
か
ら
な
か

っ
た
が
、

m 
f-

(片
山
)

前
制
2
b
-H
旬
。

小山
水
平

『巻
町
刈
H
H
H
第
十
じ
民
平
野
湾
占
』
在
叫
役
叫
・

5
己
b

so

地
品
に
よ
る
聞
き
取
り
制
酬
が
川
を
、
平
成
プ
十
六
年
じ

n
-二十
一
日

(木
)、

(
令
て
八
月
二
l
H
{水
)
に
行
っ
た
。

:
l
，

l
 

け

f
B
l

-
ド
h

の
倣
山
が
昭
利
:
一年
九
川
・-
十
五
日
に
誕
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
椛
策
す
る
と、

制
婚
は
附
利
一
年
秋
山
刷
に
な
る
。

(ぺ
)
ド
岐
の
制
的
相
手
は
、
日
比
芥
川
二
-
樹
也

(
は
せ
が
わ
み
さ
や
)

〔明
治

;
一卜
二
年
凡
川
l
H
j
附
利
六
年
4

・川
十
七
日
〕
と
い
い
、
利
納
村

(刷
新
潟
山

河
川
山
M
m)
山
身
、
市水し以ぃ仙
加川
叶
師
範
学
校
卒
の
教
師
で
、
結
川
問
時
は
金
沢

(別
金
沢

市
)
で
救
帆
を
執
っ
て
お
り
、
搬
也
と・
・a
成
年

F
の
妹
は
金
沢
で
生
ま
れ
た
。

(:
一)
H
K
芥

川
ぺ
制
也
は
鮎
岐
を
山川
い
、
死
去
。
そ
の
後
、
ド
岐
は
二
川
を
辿
れ
、

平
野
芳
山
中
じ

(叫
ト仁
川地
市
)
に
身
を
時
せ
た
。
代川
問
中
の

「下
枝
ハ
そ
の
の
ち
り
柑

あ
り
て
令
仰
に
嫁
き
し
が
昨
点
て
川
ん
を
仰
い
て
夫
に
死
別
れ
似
に
」
(文
川
口
か

ら
凶
行
日
)
と
あ
り
、
先
述
の
山
き
収
り
訓
戒
川
結
以
と
.
飲
す
る
。
ち
な
み
に
、

川
簡
が
mm
利
じ
午
じ
川
に
山
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「昨
梓
」
は

「附
利
六
年

#
」

レ
』
存
弘
久
w

。

A品
I

以
卜
を
踏
ま
え
る
と
、

昭
利
J
.
年
以
、
二
人
は
す
で
に
刺
し
い
仰
で
あ
り
、

相

子
の
・
一
家
を
訪
れ
る
等
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
川
ら
か
と
な
っ
た
。

E
.
二
人
の
交
流
は
ど
の
よ
う
に
は
じ
ま
っ
た
の
か

dr
野
湾
計
が
州
防
御
風
に
宛
て
た
川
附
で
以
も
山
い
の
は

「川
町
利
;
一年
八
月

.一
卜

nm印
」
の
火
引
凡
抑
い
で
あ
る
が
、
前
述
の
と
お
り
こ
の
時
点
で

「三
人

は
相
当
刺
し
い
仲
」
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
保
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
御
風

ιの

大
火
以
前
に
あ
っ
た
と
与
え
ら
れ
る
.以1
肝
究
計
の
バ
簡
は
こ
の
し〈
火
で
焼
失
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、

一
.
人
の
交
流
は
ど
の
よ
う
に
は
じ
ま

っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
州
川
御
風
略
年
初
を
相
り
に
検
索
す
る
と
、

「大
A

此
卜
‘h
年

'
附
利

・
刈
年
(
.
九
・
J
ハ)

十
二
川
、
「片
山
川
和
尚
山
推
集
知
駄
抄
』
(が
陥
蛍
)
を
川



行
」
b

と
い
う
刷
け
に
け
が
閉
ま

っ
た
。
wr
野
秀
山
は

『・
川
氏
仰
川
和
尚
向
指
仙
川
知
枇

抄
』
が
川
行
さ
れ
る
一七
年
前
の

「大
.
品
川
卜
三
年

(
一
九
・4
二.
)
に
、

「万
仙
刷
協
A
K

釈
」
抑
.
次
似
日
制
脱
刷
」7
し、
万
仙
収
集
に
つ
い
て
か
な
り
の
知
弘
を
有
し
て
い
た
。

ま
た
、
千
肝
は

「ト
間
十
の
布
、
売
山
は
初
め
て
糾
.
.
ん
を
雌
れ
、

川
川
川
上
村

(引

分
水
.川
)
川
上
小
学
校
に
、
泊
、
は
り
授
業
生
と
し
て
赴
任
し
た
。
{附
)。

・先
山
は、

校
M
M
の
川
一品
で
、
学
校
と
泊

.
す
じ
附
て
た
一
川
井
峨

一
と
呼
ぶ
大
山
Mm.
の.• 

附
の

一
附
を
耐
と
し
た
。

(附
)。

一山
井
家
の
川
知
を

F
1た
り
次
第
、

m
F
に
引
き

出
し
て寸
叫
ん
だ
ら
し
い
。
あ
る
け
、
そ
の
刷
本
の
ド
か
ら
紙
.
一、
一.
.
卜
枚
の
万
本

が
見
つ
か
り
、
湾
計
は
こ
れ
を
暇
に
任
せ
て
川
き
V
上
し
た」
H

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

千
肝
禿
占
は
内
民
党
が
.h
H

民
集
取
の
.
怖
を
V
上
し
た
V
P
ぶ・
を

-H
身
の

F
で
川
き
V
上
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

州
川
御
胤
が
川
版
し
た

1

・H
-
M和
尚
山

地
協
組
取
抄
」

(
布
川
間
賞
)
を
品
ん
だ
千
円
先
行
は
相
川
御
胤
に
何
ら
か
の
助
・バ

を
行
い
、
.
一人
の
交
流
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
似
説
を
立
て
た
。

し
か
し
、
こ
の
似
説
を
.
内
定
す
る
記
述
が
けん
つ
か

っ
た
の
で
次
に
制
介
す

る

:

千
野
党
パ
は
「
附
利
ト
九
年
の
秋
九
川
、
小
さ
な
山
で
そ
の
ぬ
に
令
仰
山

に
宅
り
、
街
凶
に
陀
佐
木
日
制
川
上
の

「山川
必
消
印
川」
を
仰
た
。
民
の
小
な
る
山民

克
和
尚
の
山
柴
集
抄
秋
の
肝
を
品
み
、
私
に
υ
ハ
ト
年
を
つ
づ
ら
の
凶
に
忘
れ
去
ら

れ
て
ゐ
た
、
…
川
井
家
に
於
け
る
仰
木
の
別
本
が
比
で
あ
る
と
知
っ
た
の
は
、
ぃ
円
仙

が
浮
い
小
に
逸
っ
た
日
付
び
、

川
り
あ
が
っ
て
泣
を
見
山
し
た
の
で
あ
る
が

(附
こ

と
あ
る
よ
う
に
、

平
野
秀
作
け
は
附
利
卜
九
午
秋
に
は
じ
め
て
凶
作
家
で
い
いー
し
た

vv
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q
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似
川
HN
K附
「
恥
1

肝
先
山
の
仰
業
と
会
沖
八

.
に
つ
い
て
片

側
究
部
ト
h

ハり
』
川
崎
杭
文
人
印刷究
会
-M2ω
七・出
ω

8

前
川
1
・召
-N'ω
ω

ヂ川川
芳
山

「
-NUと
前
提
出
』
文
川川町
H

院
-MmX吋七・∞
。

川
村
鉄
伊
羽
判的
川川
文
人

トみ
が
・片
山
の
山
地
保
抄
秋
の
仰
で
あ
る
こ
と
に
勾
づ
い
た
。
も
し
似
に
、
平
川
芳

行
が
大
.汁
.ト

H.午
に
山川
版
さ
れ
た

『
-N
克
利
向
山
挺
集
制
枇
抄
」
を
訓
ん
で
い
た

と
し
た
な
ら
ば
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
佐
佐
木
川
制
昨

「良

%
和
尚
の
州
民

抄

『
あ
き
の
、
」
に
就
い
て
」
を
w
l
然
川
に
し
て
お
り
、
ポ
・肝
元
山
'H
h材
が
一
州
川

家
で
γ
上
し
た
写
本
の
こ
と
を
こ
の
川
、
す
な
わ
ち
交
流
が
は
じ
ま
っ
た
と
仮
定
し

た
附
利
の
は
じ
め
叫
に
、

出
い
山川
し
で
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
c

こ
の
こ
と
か
ら
、

平
川
町
禿
山
と
相
応
仰
胤
の
交
流
が

「政
均
利
川
出
品
仰
批
判
地
取
抄
』
の
山
版
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

.一
人
の
交
流
が
ど
の
よ
う

に
は
じ
ま

っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
ド
ボ
だ
桝
明
で
き
て
い
な
い
。

六
.
そ
の
他
の
交
流
に
つ
い
て

糸
川
川
MW.
山
人
民
俗
問
料
館

(相
川
御
胤
記
念
館
)
を
訪
れ
た
際
、
木
村
秋
.刷、

消
作
治
と
の
交
流
を
ぷ
す
資
料
が•

• 
1
以
川
つ
か

っ
た
の
で
次
に
制
介
す
る
。

(
.
)
木
村
秋
刷
所
引
の
vr山
帆
に
平
川
川
秀
山
の
勺
川
.ハが
州
出
帆
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
リ

μ
の
脇
に
、

「
.平
野
元
山
位
大
人
」
と
秋
.
州
市
の
説
明
川
き
が
伐
る

-

枚
の
万
円
パ
を
帥
mJ川
附
し
た

(閃

6
)。
リ

μの
高
出
に

「
.平
野
秀
行
け
先
午

附
利

卜
九
、
じ
、
じ

浜
科
治
比
側
彬

印

(は
ま
や
)
」
(閃

6
)
と
あ
っ
た
。
平
野
秀

行
は
こ
の
と
き
じ
ト
二
成
。
利
鈍
し
た
老
人
が
畑
中
で
た
た
ず
ん
で
い
る
資
で
制

服
さ
れ
て
い
る
a

お
そ
ら
く
、
消
科
治
は
木
村
秋
雨
と
迫
れ
だ
っ
て、

宇
野
湾
古

七

(則
ヒ
越
市
)
を
訪
れ
た
も
の
と
椛
保
さ
れ
る
。

(
 

•
• 
)
木
村
秋
則
の
所
械
川
の
小
に
平
山
川
秀
川
の
制
枇

(知
附
)
が
あ

っ
た
。

似
附

(凶

7
)
の
点
刷
は

「
山
の
上
に
て
」
と
叫
し

「叫叫
んf
し
大

h
起
の
山
町
に
た

ち
て
浪
ま
に
め
ぐ
る
祢

(ね
)
の
九
二
を

み

る

舟

山
」
と
あ
っ
た
。
ち
な
み

に、

「
い
ま
し
」
は
1

今
こ
そ
、
た

っ
た
今
¥

，
ね
の
く
に
」
は

「L
L
代
、
述
い
川
、

地
の
山内
の
川
、
山
内川
の
川
」
と
削附
さ
れ
る
。
出
川
川
は
秋
雨
情
で

「向
山
市
研
究
家

-48-



河
川
川
和
学
校
教
諭
平
野
禿
六
」
(凶
7
)
と
記
さ
れ
て
い
た
。
以

k
の
こ
と

か
ら
、

木
村
秋
雨
は
平
野
秀
吉
を
同
柴
州
究
家
と
し
て
向
く
・抑
制
し
て
い
た
こ
と

が
椛
山
訳
さ
れ
る
。

七
.
結
び

平
川
川
秀
行
と
旧制
時
御
胤
の
交
流
を
う
か
が
わ
せ
る
川
附
が
日
泊
限
必
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
平
野
舟
山
と
相
応
御
胤
の
交
流
を
示
す
文
ポ
が
な
い
の
で
新
し
い
発
見

と
い
え
よ
う
。
二
人
の
交
流
は

「昭
和
・ぺ
午
八
川
崎一
卜
日
消
印
の
封
川
」
か
ら

「附

利
十
て
年

.H

.um印
の
年
口
県
』
」
ま
で
陥
%
に
紛
い
て
い
た
。
ま
た
、

相

川
御
胤
と
別
交
の
あ
る
木
村
秋
耐
と
平
川
秀
行
と
の
交
流
も
明
ら
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
は
、
千
野
秀
古
川
と
相
川
御
胤
の
交
流
が
ど
の
よ
う
に
は
じ
ま
っ
た

の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
与
え
て
い
る
。

-49ー

司
、
.
虫
安
門
氾

J
'

'''
1
a司
自

レホ
附酬
は
平
成
.
一卜
六
年
:
一川

.
U

{k
)
に
糸
約
川
阿
山
人
民
俗
資
料
飢

(州
刈

御
風
記
念
館
)
を
訪
れ
た
際
、
糊

μ
の
以
川
点下
雄
氏
に
何
%
な
く
平
野
秀
H
H

と
州

応
御
風
の
聞
係
を
一ポ
す
資
料
の
有
無
を
訪
ね
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
似
川
氏

は
誠
克
な
御
点
で
資
料
等
を
細
部
に
わ
た
っ
て
熟
知
し
て
お
り
、
研
究
を
す
す
め

る
ヒ
で
山
市
川
な
助
」
と
町
料
拠
不
を
瓜
い
た
。
川
舶
の
令

f
持
八
郎
先
生
に
は
相

川
御
胤
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
糾
切
に
故
え
て
旧
い
た
。
ま
た
、
.千
円
秀
行
の
・

一

k
の

f
で
あ
る
品
作
川
徹
山
氏
に
は
過
去
の
統
的
を
析
し
て
凶
い
た
。
さ
ら
に
、

川
附
の
釈
文
等
は
新
潟
県
立
以
附
出
来
日
等
乍
校
教
諭
の
印
刷
川
和
ι』
先
午
の
ご
協

h
M
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
以
く
お
礼
山中
し
卜
.
げ
ま
す
。
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